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   獨 逸 通 信 第8

  小 田 大 吉

  田中先生 6月25日

 2月 早 々ハ ンブル グか らフ ランクフル トに參 り

まして50日 間程,主 として フオッス教授 の教室を

見學致 しま した.其 の當時筆を執 る機會を逸 しま

したのでつい延々にな り,大 變遲れて申譯 ありま

せんが,同 教室の模 樣を大體御報告申上げ ます.

 フラン クフル ト フオッス教授教室

 フランクフル トには2月3日 に參 りま した.か

ねて「アンメル デン」しておきま した樣に,4日10

時頃 フオッス教授 をザ クセンハウゼ ンの市立病院

大學醫學部に訪ね ます と,フ オッス教授は丁度手

術室で「ブ リバー ト」の患者の處置中で したが,す

ぐ御引見下すつて,暫 ら く見學するお許 しを得ま

した.

 先生の御紹介状を差出 します と,繃 帶交換 の後

でお部屋で讀 まれて 『有難 う,實 に うまい獨逸語

です.貴 下の「セ フ」は實 に流暢 な獨逸文を書いて

居 られる』 と云はれ,小 生が 『私の先生 は4, 5年

前貴下を訪問 されたのですが,御 留守中だつた さ

うで殘念がつて居られま した』 と申 します と 『知

つて居る.自 分が居た ら御案内 したのに』 と云つ

て居られ ました.其の 日は11時 か ら講義があ りま

すので聽 きに行 きます と,學 生に私を紹介 されて

(學生は足を 「バ タンバ タン」とや ります.こ れが

歡迎 の意味だ さうです)講 義が始 りま した.扁 桃

腺問題 ですが自分の研究に立つて仲 々科學的 な講

義で,フ オ ン.ア イケン教授の講義よ りも餘程感

心 しま した.仲 々氣のつ く方と見えて,講 義中に

ずつと前に私が報告を しま した扁桃腺の中の粘液

腺 のことを紹介され,扁 桃腺の中 に粘液腺を初め

て記載 した ものは 日本人であつて,其 の人が此所
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に居ると,云 はれて,學 生が足を「バ タンバ タン」

とやつ たのには面喰 ひま した.一 寸 會釋を してす

ま しこんでを りましたが,教 授の心遣ひを有難 く

思ふと云ふ よ りも,何 だか持 ち上げ られる樣で氣

味惡 く思ひま したが,こ れは 普通の儀禮 ら してで

すね.

 斯 うして私 の フラン クフル ト見學 が始 ま りまし

た.フ ランクフル トの教室は何時か先生が推奨 し

ておいでにな りま した樣に,實 に整備 した教室だ

と思ひま した.そ して フオッス教授は,こ の3月

一杯で退 職 される(今 年は69歳 ,日 本流の70歳

これ迄2度 退職 を政府から延期 されたのだ さうで

す)と 聞いて來ま したので,フランクフルト に來

るまでは實は退職前 だか ら餘 り仕事 もされないだ

ら うと思つて來たのですが,來 て見 ると實に矍鑠

た るもので,朝8時 か ら見えて,午 後1時 半頃 ま

で,廻 診,手 術,講 義を され,又 夕方は5時 か ら

來 られて7時 頃 まで,又 よ く手術があつて,10時

11時,12時 近 くなることもあ りますが,重 症 の患

者があれば何時までも居て,「 クランケンカッセ」

の患者で も何 で も自分で手術 され,こ んな事が續

いて も,又 翌 日は平氣で8時 か ら出勤 されます.

元 氣で熱心 な事には驚 くの外あ りませ んで した.

そ して隨分講演があつた り,退 職 前でお忙 しいの

に,折 々私 に色 々と令興 味を もつて居 られる事項

に就て話 して下 さり,又 廻診の時には其の患者に

關連 した事項に就て御 自分 の意見を話 して下すつ

て 實に有難 く思ひま した.そ して シヨル ツ君 と云

ふ古參の助手が,小 生の 世話係 りとなられて よく

世話を して くれ ま した.

 さて フラン クフル トの ことを何か ら書いてよい

か一寸纒 りがつ きかねますが,思 ひ出すままに記

す ことに致 します.實 は一見 して整備 した教室だ

とは思ひ ました ものの,初 めは さ うも感 心 しなか

つ たの ですが,段 々見て る内に流石は フオッス教

授だ と思ひま した.教 室 の設 備等は先生が よ く御

覧になつた ことと存 じますが,こ こで も中央に装

置があつて各室に吸引装置があ り,壓 搾空氣があ

つて鼻及 び咽喉に藥液を塗 布,分 泌物を除 くのに

綿棒 を用 ひる事は實に少 く,大 抵吸引及び 「シユ

プレー」を用ひて居 ります.殊 に急性 の粘膜 炎症

には刺戟が少 くつて好い樣です ね 「インハ ラチ

オン」 も蒸氣は殆 ど用 ひませ ん,壓 搾空氣 で 「メ

ン トールエ ール」 とか 「グアヤ コール」 とかの油

劑を氣化 しては吸入 させて 居 りま した.(日 本では

何で もす ぐ造 りますか ら,も う出來て るか も知れ

ませんが,近 い内 に 「カ タログ」を取 り寄せ てお

送 りしますから,好 い とお思ひになる樣で したら

1つ 買つて歸つて見 ませ うか)又 先生か ら伺 つた

簡單な冷房装置 とそれに關連 した 「ア レル ゲン.

フライエ.カ ンメル」 も フオッス教授の 御自慢 ら

しい です.

 耳料的方面

 機能檢査は少 し參考に な りま した.コ ブ ラッ ク

の弱刺戟 とグラーエの弱廻轉刺戟 をやつ て居 りま

すが,や つて見 も しないで,ど うだら うと思つて

居た私 には參 考にな りま した.色 々な利點が ある

と思 ひました.聽 能は主 として音叉 と 「モ ノコル

ド」をつかつて居 り,「オ トアウヂオン」は積極的

には使つて居ない樣 で した.唯 僞聾鑑定(こ れは

「レンテ ン」の關係 で實に多いです.教 室の連 中

はこの僞聾鑑定 に就ては うん ざり して るらしく,

あま り怒 つた り怒鳴つた りしない獨逸人 も,こ の

時だけ には よ く カンカン になつて居ます.)に 使

つて居 る樣で した.「 オ トア ウヂオ ン」 に就ては

フオッス教授は,去 年の夏の國際 學會に,ラ イ プ

チッヒの ランゲンベ ック氏の報告 した所謂 ランゲ

ンベッ ク氏法則― 遺 傳性 聾は左右對 の 「オ トア

ウヂオグラム」 を もつて居 ると云 ふ意見― には

疑問を もつて 居られ る樣で,こ いつは追試 する必
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要 あ りと云つて居られま した.

 耳の手術 は仲々徹 底的 です.單 〓開 の際原則的

に鼓室上〓を側面よ り開いて,更 に之 よ り鼓室上

〓前方の蜂〓を追 及 し,之 を 「ヱピテインパナー

ル ・アン トロ トミー」と云つて居ます.こ の部分 に

蜂〓が屡 々存在 し,且 之を注意 して除 く可 きこと

は,先 生か らお教へ頂いて る所で,フ オッス教授

がこれを處置 しながら,こ も部分 の注意す可きこ

とを話 され ま した時に も,初 めは 『私の「セ フ」も

同 じ意見です』 と云ひなが ら見て居 りま したが,

之をちや んと術式化 して,若 い助手 でも注意さへ

すれば,見 落さない樣に經驗を整理 されてること

には感心 しました.伯 林では耳の手術に餘 り感心

しませ んで したが,フ オッス教授 の所では參考に

な る所が 多々あ りました.錐 體骨炎 の患者が4例

引續 きあ りま して.錐 體骨炎に對す るフオッス教

授の 方針を知 ることが出來 ました.1例 は外旋神

經麻痺 を伴つて居 り,他 は之を缺きましたが,發

作的 の三叉神經痛を主徴 と して居 りました.こ れ

等の患者を見 なが ら,私 の經驗 した耳性腦膜炎の

患者の内で,同 樣の症状を もつて居 り,恐 らくは

確 かに立派 な錐體炎 を もつたに違 ひない と思はれ

る患者を5, 6例 思ひ出 しま した.其 の診斷の根據

及び處置 も將來の參考に な りま した.錐 體尖端の

蜂窩には多 くの場合,鼓 室上〓よ り上半規 管前方

の蜂〓 に達 し,こ れを追及 して入れば達せ られ る

との方針を とつて居 られ る樣です が,其 の際 「ガ

ニグ リオン ・ゲニ クラー トム」 を避けて進む所 な

ど,成 程注意深い と思はれ,又 經過によつては,

シュ トライ トによつて,「 テ ンボラール シュ ツベ」

か ら中頭蓋腔 底にかけて骨を除いて,顳 〓葉を上

方に少 し壓 し上げて手術野 を擴げ,錐 體骨尖端に

達 して居ら れ ま した.錐 體骨炎のX線 寫眞 など

仲々面白い ものを見ま した.フ オッ ス教授は,耳

性頭蓋 内合併症殊に腦膜炎 の傳染徑 路 として この

部分を注意 して居 られ,何 時か も歸 りの自動車の

中で(フ オッス教授は本當に親切な方ですね.よ

く歸 りは 御自分の 自動車にのつけて,私 の宿の前

で下 して 下すつて,其 の間今御 自分が興味を もつ

て居 られる所を話 して 下さいます.『 折角遠 くか

ら來てるんだか ら,何 か得 させ や う』 と云つた温

い氣持がよ く解 る樣な氣が して,何 時 も感謝 に堪

へ ませんで した.)マ ル クスの報告を引用 しなが

ら,そ の話 をされま したか ら 『私 の「セフ」も同 じ

意 見で,去 年學會で報告 されたことが あります』

と去年の先生の御報告の 大要を話 します と,『 大

變 注意す可 き報告だ』 と云つて居 られま した.

 腦膜 炎の治療 と しては原病竈を完全除 去す ると

云ふ事に全力を注いで居 られるらしく,錐 體炎を

初 め.腦 膿瘍の處置な ど實に徹底 した ものです.

腦 膿瘍は 御自分 の特別な 「メス」で開いて,内 壁

もよ く檢査 して,一 般的にはオットー.マ イヤー

の持續 「タンボナーデ」をや つて居 られます.但,

フオッス教授の 「メス」は利害半ばす ると思ひま

した.腦 膜炎の療法は,原 病竈の除去を主 として,

後 は 「リコール」排除(腰 椎穿刺,「 ガス」挿 入等

によ り)を やつて居 られ る樣ですが,水 分の補給

が足 りない樣に思 ひま した.腦 膜炎に於ける原病

竈 の處置は學ぶ 可きものが少 くない樣に思ひま し

たが,一 般に腦膜炎その ものの療法に就ては,學

ぶ所少い樣に思 ひました.こ れに就 きシヨル ツ君

と話 して る時に岡山では腦膜炎治療法は どうして

るかと聞 きますか ら,「ダウエル ドレナーヂ」のこ

とを話 します と,別 刷を くれと云 ひます.一 部渡

して置 きます と,翌日大變面白かつた,や つて見 る

と云つて居 りま したが,少 し經 つてか らフオッス

教授が 「アセチレン」の 「ボンベ」を示 して 『君

「ガ ス」療法をやつて居 ますか』 と云はれ ま したの

で,『 空氣を送 入 して好い と思つた例があ ります

が,「リコール」を充分排除出來たか ら,よ かつた
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んだ と思ひます』 と答へて居 ります と;シ ヨル ツ

君が 『「プロフエッサ ー」オダは,「 リコールアブ

ライ トング」の 方法を考按 してるんです』 と紹 介

して くれ ま した.す ると先生は,私 に大體の成績

を聞いて,『 何日か話を しな さい』 との こと.『よ

ろ しうご ざいます』 と(實 は先生の部屋でボ ツボ

ツ話すのだ位に思つた ものですか ら,何 とかなる

と思つて)答 へて おきます と,2-3日 して夕 方の

手術が終つてか ら,『 オダ,今 夜9時 か ら話 して

くれ ないか』 とのこと,『 よろしい』 と云つてを

ります と,「 オペ ラチオンス・シュウエス ター」が

や つて來て,『 「プロフエッサー」!今 夜貴下は講

演 をや るんだ さ うですね』 と云ひます.こ いつ少

し 「フレッヒ」な 「シュウエス ター」だから,又 冗

談だ と思つて居 りま した所,先 生の部屋 に連れて

行 かれて 見ると,机 の廻 りに先生を中心 に6人

程醫局の連 中が居ます.こ れ には少なからず閉 口

しましたが.ど うにか大體 を話 します と,質 問は

1.『 迷路炎性の もの多か りしや』 答.『 比較 的少

く,殊 に剖檢 例に就て見れば錐 體骨炎による もの

む しろ多 し』2.『 全治例中 「リコール」に起炎菌

を證明せ しものあ りや』 答.『 證明せ しもの と證

明 し得 ざりしものとあ り』3.『 「リコール ラウム」

の洗滌を試み しや』 答.『試 み しことあ り.效 果

に就ては不明な り』4.『 「ヒル ンアプセス」破壞

の危險無 きや』 答.『「ア プセス」を合併せ しもの

ありしも,今 迄 は 「ナッハ タイル」 を見 ざ りき』.

5.『 この方法にて も頭痛去 らざる ものあ りや』 答

『大多數は去 りしも,去 らざるものあ り,其 の際は

他の合併 症殊に 「アプセス」の存在,又 は 尚ほ原

病竈の存在を疑ふ』… … 等 フオッス教授や若

い諸君の質問があ りま した後.フ オッス教授 の意

見 として 『壓を下げ ないで排除 しよ うと云 ふのは

好い考へであ る.自 分 も大戰 中,「ダウニルアプ ラ

イ トング」を普通の腹椎穿刺針で試みたが,壓 の

急激 な下降 の爲.頭 痛が劇 しく不成功 に終つ た.

「ガス」療法の利點 も,壓 を變へ ない點に ある.機

會があつた らやつて見て くれ,尚 ほ君の方法にて

頭痛の去ら ざる時の見解は注意に價す る』 との こ

とで,翌 日は「ビグリオテーク」か ら「オ リギ ナル」

を取 り寄せて讀んで頂き,醫 局の諸君の前に,こ

の日本人面 目を施 しま した.

 迷路炎の手術は,非 合併迷路炎に對 しては原因

的中耳炎が慢 性の時で,迷 路 の全機能が脱落 した

ものだけやつて居 られる由で,急 性中耳炎に續發

した非合併迷路炎は,中 耳の手術だけ で經過を見

られ る由です.迷 路 手術 を見 ま したが.こ れは大

いに啓 發され る所があ りま した.そ れは鼓室の殊

に鼓室 牀底 の處置は書物では 讀 ん で 居 た の で す

が,實 際見て成程か うする ものだ なと思 ひま した.

手術 にはか な り積極的な フオッス教授が.迷 路炎

の治療 方針 に對 しては寧 ろかな り保存的であ るこ

とは參考にす可きだ と思ひ ました.フ オッス教授

の術式は ヒンスベル クのそれに似て居ますが原 則

としては硬腦膜を 出さない.『 岡山は ど うして居

るか』 と云はれますので,「 ノイマ ン,又 は ノイ

マン,ヤ ンゼ ン,又 は リチヤー ドによつてる』 と

申 します と,ヒ ンスベル クの利 點を色 々と述 べら

れ,又 ウフェ ノルデの方法はお嫌ひ らしく,好 く

ないとの意 見で した.

 鼻 に就て

 副鼻腔炎は リッユクの 方法で上顎竇を開放 し,

「ペルマキ シラール」に篩骨蜂〓,蝴 蝶 骨竇を開放

します.其 の際鉗 子を用ひないで 「シユ タンッエ」

を用ひますが,か な り利點があ ると思ひま した.

唯,全 身麻醉で手術 して るのは感心 しません.前

額竇は リターヤ ンゼ ンによつてやつて居ます.先

生の方法に よく似て居ます.「 ハウ トシュ ニッ ト」

を短 くして前額竇は眼窩壁を除 いて開 放 し,篩 骨

蜂窩 を除い た後,鼻 腔上部の粘膜瓣を作つて 手術
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腔 と鼻腔 との交通が,手 術後の經過 に於て閉鎖す

ることを防 ぐ點な ど面白い と思ひま した.唯,顔

面の皮膚 切開 を二次的に縫 合 して る樣です.又 副

鼻腔 炎の處置に,洗 滌の代 りによく鼻腔 吸引をや

つて居 ます.こ れは少 し疼 痛はある樣ですが,實

際見て ゐると洗滌に さ う劣つた方法ではない樣に

思はれ ました.

 扁桃腺問題

 フオッス教授は扁桃腺の治療 方針には積極 的で,

扁桃腺摘出の 方法 も獨逸で 私が 見 ま した 内 では

フオッス教授 とウ フェ ノルテ教授 との方法が一番

好い と思ひま した.例 の 「アプセス トンジレクト

ミー」でも リンク教授 とフオッス教授が急先鋒の

樣です.盛 に 「ア プセス トンジレクトミー」をや

つて居 ます.成 程見て ると扁桃腺炎性全身傳染は

か な りある樣です.フ ランクフル トに7週 間程居

ます 内に2例 あ りま した し,他 で も見ま したか ら

さ う稀ぢやあない樣です.フ オッス教授 も,『10

年前迄は.我 々 も隨 分見逃 してた んだが,注 意 し

て見ると可成 りある』 と云つて居 られま した.又

扁挑腺膿瘍 と周圍膿瘍 とを,軟 口蓋の可動 性の有

無 によつて鑑 別して るのは,私 の氣の附かないこ

とで した 内科と協 力 して「ロイマチス」「ネフリ

チス」の扁桃腺を隨分 とつて居 ります.「ロイマチ

スムス」では慢性症急 性症を通 じて,扁 桃 腺摘出

によつて,95%は よ くなつた と云つて居 ります.

「アンギナ ネフリチス」に對 しては 手術適示は尿の

處 見よ りも扁桃腺 の状態に重きをお き.扁 桃腺炎

急性期の發赤が去るや,直 に摘出を行つて腎臟炎

に好い影響を與へて ると云つて居 ます.こ れは腎

臟 炎の 大家 フォハル ドとの共同の意見の 由です.

 扁桃腺炎性全身傳染の處置は仲 々積極 的です.

「アグラヌロチ トーゼ」はかな りあ る樣で2例 居ま

した.1度 扁桃腺周圍膿瘍 として摘出 して 見ると

「ガングレーン」があ る,「 アグラヌロチ トーゼ」

だ ら うと云ふので血液を調べると果 して さうで し

たが,こ れは摘 出が好かつたら しく良 くな りま し

た.

 共の他

 フオッス教授の「シュ トル ツ」の1つ は頭蓋底骨

折 らしいです.御 自分の著書を1つ 頂 きま した.

(こ れは現に教室に も御購入になつて居ます.)そ

して 「セ ーデル バージス」は外科の領域 ぢや無い,

耳鼻科 の領域 だから我々耳鼻科醫は,こ れに對 し

ては積極的に出る可きだ との御意見で,頂 いた著

書を夜歸つてから讀んで見 ま したが仲々面白いで

す.又 一度講演があつて全治患者を見 ま したが

仲 々色 々な例があ ります.一 般の外傷 は,獨 逸に

非常 に多い らしく,外 科の桂君 も何時か云つて居

ま したが,エ ナの外科に居た時,骨 折 の患者が澤

出居 り.而 もそれが 大部分交通事故(自動車)で

助 手が 『天氣の好い 日曜 日は大變だ』 と云ふか ら

『どうして?』 とき くと 『大抵2, 3組 の自動車 事

故の外傷を擔ぎ込 んで來 る』 と云つた さうです.

なに しろ 「ボーデン」が堅 くて机が高いから.子

供 が床に落ちて もよく 「セーデル バー ジスフラク

トウール」をおこす と云ふ國ですが,自 動車が 〓

えて 以來,外 傷が とて も多 くなつたら しく,こ の

状 態はやがて 日本 にも來 るだら うと思ひま した.

 研究室

 病理組織,病 的材料檢査室と,生 理化學研究室

に分れ,そ れぞれ 國家試驗を受けた 「テヒニッシュ

アシステ ンティン」 が居 ります.(伯 林,エ ナ

フラン クフル ト其の他に此技術學校があ り,病 理

細 菌等1年 半,其 の上 「レン トゲン」をやれば 尚

ほ1年 半かかる と云つて居ま した.)此 所の病理組

織檢査法は感心 しませんが,標 本には貴重な もの

が澤山あ ります.今 切つて る顳〓骨の番號は800

幾番で した.そ して索 引簿を見ると,フ オッス教

授の手で可成 りくわ しく所見が書 いて あ ります.
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.色々な ものが見たかつたの ですが,「 ゲプル トト

ヲウマ」其の他を少 し見ただけで した.

 フオッス教授は 目下 「シュポ ラーデイッシユ」に

來 る聾唖が(た とへそれが病歴上先天性である樣

に見えて も)果 して遺傳性であるか どうか と云ふ

ことに疑問を もつて居られ るらしく,近 頃 出來上

つた2例 の先天性聾唖の標本 を見せて頂きま した

が,そ れには成程發育障碍 又は畸型 と認む 可き處

見は な く,唯 内耳神經 上皮の萎縮が主で,中 耳に

炎症の後 らしい ものがあ ります.1933年 以來斷種

法に よつて,「 シュテ リリジーレン」さる可 き もの

の内に遺傳性聾が入つて居ますので.獨 逸では又

聾唖は從來 と別 な社會的意味 を もつて見直 されて

來て,先 天性後 天性の分類 を廢めて,遺 傳性及び

獲得性なる名稱,分 類によつて居 りま して,そ の

判定に就て法律家 と醫者 との間によ く意見 の相違

がお こるらしいです.(注 律家殊に遺傳法の法官は

思想的に勿論 カチカチの 「ナチヨナル ゾチヤ リス

ト」ですが,醫 者は自然科學者であ るだけ に矢張

り考へ 方が 「リペ ラル」で あるらしいです.)そ し

て 法律家 は外因がない又は證明 されない以上は,

遺 傳 として片附け る傾向が あるらしく,こ れは實

際 自分 の子孫を,永 久に失は なければならない状

態 へ判 決され る人になつて見 るとたまらない らし

く,其 の爲に此法律の無い外國に移住 した と云ふ

家族 もあるさ うです.隨 つて醫學 者の方では,公

正 にも1度 この聾唖の問題を とりあげて見直 さう

と云ふ氣運 があるら しく,し か しこれは現政府の

方 針に關係の あることですから.輕 々しく云ひ出

せ ない らしいです.勿 論 家族的 の聾唖に就て はこ

れ が遺傳 性で あることに疑を持つて居 る學 者は な

い 樣です が.「 シュポ ラーデイッシュ」に來る もの

が果 して遺傳性であるかど うかが問題 になつて居

る樣です.ウ イットマー ク,ウ フエ ノルデ,ラ ンケ

等の これに關する意見が去年か ら雜誌 に出て居ま

す.フ オッス教授は ウフェ ノルデ教授 が指摘 して

る樣に,哺 乳兒には誘導性迷路 炎があ るし,又 初

生兒 には中耳炎は,ア シヨフの研究 に よつて もウ

イ ッ トマー クによつて も實に多 い.こ れか ら外見

上先 天性 で あ る か の 如 き聾唖 も來得 るで あ らう

し,又 出産 時損傷 によつて も内耳神經上皮 の變 性

は來得る.從 つて ある聾唖が遺 傳性 であるか どう

かの判定 には,細 心 の注意 と嚴重 な檢査を要す る

と話 され ま した が,こ れは獨逸 の社會 衛生 に關す

る問題 として面 白 く思 ひま した.(獨 逸人 も斷種

と云ふのは餘程厭がつて ると見えて,何 時かの講

義で 「シュテ リリザチ オン」の話を され ると,其

の時出て た患者が 自分の ことと思ひ違へて,大 き

な 男がポロ ポロ涙を出 して フオッス教授をあわて

させ た さうです.)

 フラン クフル トの教室の手術 室は,患 者待合の

向ふが器械消毒室で,扉 に 「シュ テ リ リザチオ ン

ス ラウム」 と書いてあ ります.こ れを指 して シヨ

ル ツ君が,『 こいつは患者が恐 がるぜ』 と笑つて

居 ま した.何 日か 『「クル トウール フイル ム」を見

ると,「過去 の犠牲」と云ふ題で,畸 型,精 神病 患

者を澤山示 して,「シュテ リリザ チオンスゲゼ ッツ」

の説明を して るのを見た ことがあ ります.先 日も

ライ プチヒの婦人科の教室に居る私 の同級生 に會

ひます と,『 實に「シュテ リリザチオ ン」 が多い,

1日 に7例 位 ある日がある.あ れを見 る と獨逸つ

て,何 んて馬鹿や廢人の多い國だら うと思ふ』 と

云つて笑つて居ま した.

 教室の教材や標本はよ く整理 出來て 居ます.物

臭で亂雜な私 は背 に冷汗が流 れ る樣に 思 ひ ま し

た.私 の居 る間に學會や,講 演會が よくあつて,

フオッス教授の講演をよ くききま した.尚 ほ教室

で 扱 つ た症 例か ら の 病理組織的檢査を した材料

は,時 々教授を始め醫局員全部集 つて,病 理檢査

を擔當 して る助手(ウ イ ンクラー君 と云つて病理
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に1年 居た さ うで す)が 「プ ロエ クチ オ ン スア パ

ラー ト」で壁 に うつ しながら皆に示 して,そ れに對

して フオッス教授が意見 を云つて居 られま した.

ウイ ンクラー君は1年 だけ病理 に居た と云ふ のに,

仲々整 然 として,處 見の説明をするのには感心 し

ま した.

 講義講演

 フオッス教授の講 義は,科 學的で而 も臨牀上の

診斷治療の實際に觸 れて居 り,好 い講義だ と思ひ

ま した.學 生は100人 餘 り,扁 桃腺 問題が主で し

たが,2月18日 には最終の「アプシー ドフォアレー

ズ ング」が ありま した.前 日講義係 りの シヨル ツ

君が,醫 局 では 『「デカン」に も來て もらつて,祝

賀的に しよ うと思ふ のだが,「 シエフ」が辭退 され

たか ら何 とも仕方がない』 と云つて居ま したが翌

日行 つて見 ると,「 ロー レル」 の葉で飾 られた教

壇 の後 には 「ハーゲン クロイ ツ」の旗が掲げてあ

り,教 壇の兩側には剪定 された2本 の「ローレル」

が立つ て居 ます.フ オッス教授は この簡單では あ

ります が,「 ゲ ミュ ー トリッ ヒ」 な心盡 しを大變

喜こばれて,『 私 は助手諸君の御好意を御辭退 し

たに も拘 らず,こ んなに して下すつた ことは恐縮

だが實に有難い.自 分は教師であつた事を實に幸

福 であつた と思 ひます.私 の年に も拘 らず,常 に

青年 と一所 に居 り,青 年 と同 じ樣に生 きることが

出來たか ら.さ て今日は 内耳難聽 に就てお話 しま

せ う』 との緒言の下に内耳性難聽 問題に就て總括

的 なが ら御 自分 自身 の研究を多分 に織 りまぜ て講

義 され,『 併 し尚ほ研究す可 きことが澤山殘つて

る.諸 君,勉 強 されむことを望む.終 りに も1度

御禮を申上げます』 と結ばれま した,終 りに學生

の代表が出て來て 「カーネーション」の小 さい花

束 と手紙 を渡 しま した.フ オッス教授は感に耐へ

られない樣 な表情で,手 を學生に向つて振 りなが

ら退場 され ました.こ の手紙は感謝状だつた らし

く,あ とで これ は 額に入れて保存する と云つて

居られ ま した.獨 逸では,最 後 の講義には大學で

「フアイヤリ ッヒ」にする ものの樣で,歸 りにその

日も又乘 せ て 下 す つ た 御自分の自動車 の中で,

『大學か らも色 々と親切に云つて くれたが,自 分

が辭退 したのに學生があんなに して くれた.實 に

吃驚 した.併 し學校で何 もしなかつた ことを不親

切だ と思は ないで下さい.私 の方で辭退 したんだ

からと』 云つて居 られま した.
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